
；
平
成
七
年
四
月
一
日
、
大
淀
川
畔
の
一
角
に
宮
崎
県
医
史
懇
話
会
の

肝
入
り
で
、
医
学
関
係
と
し
て
は
恐
ら
く
県
内
初
め
て
の
記
念
碑
「
宮

崎
医
学
所
之
跡
」
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

高
さ
九
五
糎
、
横
二
○
糎
、
白
御
影
石
を
用
い
、
中
央
に
懇
話
会
々

員
で
も
あ
る
宮
崎
医
科
大
学
学
長
木
下
和
夫
先
生
の
揮
毫
に
よ
る
宮

崎
医
学
所
之
跡
の
文
字
が
あ
る
。

碑
は
三
個
の
石
で
組
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
吉
益
南
涯
の
言
う
医

の
三
徳
、
智
、
仁
、
勇
を
意
識
し
た
も
の
だ
が
、
デ
ザ
イ
ン
は
私
田
代

逸
郎
に
よ
る
。

ま
た
、
碑
の
後
面
に
同
じ
く
田
代
の
撰
文
が
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
碑

の
、
宮
崎
医
学
所
の
由
来
を
尽
し
た
つ
も
り
な
の
で
、
掲
げ
る
こ
と
と

す
る
。宮

崎
医
学
所
は
明
治
十
二
年
公
立
宮
崎
病
院
に
付
属
し
て
、
現
宮
崎

市
松
山
２
（
ホ
テ
ル
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
と
ホ
テ
ル
前
の
道
路
、
こ
れ
に
続
く

緑
地
帯
を
合
わ
せ
た
二
千
余
坪
の
土
地
）
に
位
置
し
て
開
校
さ
れ
た
。

一
消
息
一

「
宮
崎
医
学
所
之
跡
」
碑
建
立
に
就
い
て

ｰ＝

記

事

除
幕
式
は
神
事
を
八
幡
宮
に
お
願
い
し
、
神
戸
十
四
郎
先
生
の
司
会

で
行
わ
れ
、
田
代
武
士
（
三
歳
）
が
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
場
所
を
ホ
テ
ル
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
二
階
に
移
し
、
図
師
鎮

静
雄
先
生
の
司
会
に
よ
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

木
下
和
夫
建
立
委
員
会
委
員
長
の
ご
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
福
永
克
己

県
医
師
会
長
（
代
）
、
蒲
原
宏
日
本
医
史
学
会
理
事
長
（
代
）
、
松
形
祐
堯

宮
崎
県
知
事
（
代
）
及
び
、
宮
崎
医
学
所
関
係
者
子
孫
綾
部
隆
夫
（
故
荻

原
百
々
平
宮
崎
医
学
校
教
授
の
曽
孫
）
の
四
氏
か
ら
の
ご
祝
詞
、
ご
あ
い
さ

つ
な
ど
を
頂
き
ま
し
た
。

校
長
に
久
米
維
精
、
次
い
で
渡
辺
文
造
の
両
氏
が
就
任
し
、
ま
た
、

教
授
で
は
履
歴
書
が
現
存
し
、
そ
の
中
に
「
教
授
」
と
明
記
す
る
の

は
荻
原
百
々
平
氏
一
人
だ
け
で
あ
る
。

卒
業
生
（
在
籍
者
）
は
浜
田
三
保
次
、
永
友
文
吉
郎
、
籾
木
郷
太
郎
、

碓
井
昇
、
江
藤
円
蔵
、
川
越
丑
太
郎
、
山
田
理
一
、
浅
田
新
吾
、

平
島
侃
、
三
宅
義
保
、
松
本
愛
蔵
、
山
崎
蔵
太
、
検
本
成
元
及

び
、
秋
月
幾
蔵
の
十
四
氏
が
判
明
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

明
治
十
五
年
、
医
学
校
通
則
の
公
布
、
其
後
の
経
済
的
事
情
の
変

化
な
ど
は
全
国
的
に
医
学
校
の
経
営
、
維
持
を
困
難
に
す
る
。

宮
崎
医
学
所
も
例
外
で
は
な
く
、
明
治
十
八
年
に
な
る
と
、
開
学

以
来
僅
か
に
七
年
に
し
て
閉
校
の
止
む
な
き
に
至
る
。

今
こ
こ
に
宮
崎
医
学
所
の
史
跡
を
顕
彰
し
、
こ
の
碑
を
建
つ
。

平
成
七
年
四
月
一
日

宮
崎
県
医
史
懇
話
会
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次
い
で
、
委
員
長
よ
り
建
立
場
所
を
無
償
に
て
提
供
さ
れ
た
佐
藤
棟

良
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
国
際
観
光
株
式
会
社
々
長
、
工
事
担
当
の
山
元
石
材

店
社
長
の
御
二
人
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
工
事
の
経
過
報
告
を
私
、

記
念
講
演
会
は
同
場
所
で
行
わ
れ
、
木
下
和
夫
宮
崎
医
科
大
学
長
が

座
長
と
な
ら
れ
、
講
師
酒
井
シ
ヅ
順
天
堂
大
学
医
史
学
教
授
の
ご
紹
介

が
な
さ
れ
「
近
代
日
本
に
於
け
る
医
学
教
育
の
歴
史
」
と
題
し
た
ご
講

演
を
感
銘
深
く
拝
聴
し
ま
し
た
。

祝
賀
会
は
田
中
幸
稔
先
生
に
よ
っ
て
司
会
さ
れ
ま
し
た
。

意
義
あ
る
記
念
式
に
是
非
参
列
し
た
い
が
、
遅
れ
て
も
宜
し
い
だ
ろ

う
か
と
予
告
し
て
お
ら
れ
た
津
村
重
光
宮
崎
市
長
が
到
着
さ
れ
、
早
速

丁
重
な
る
ご
あ
い
さ
つ
を
頂
き
、
乾
杯
の
音
頭
も
と
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

酒
井
シ
ヅ
教
授
と
宮
崎
医
科
大
学
第
二
病
理
の
河
野
教
授
と
は
三
重

医
大
の
同
級
生
、
皮
膚
科
の
井
上
教
授
と
は
研
修
生
の
と
き
、
御
一
緒

だ
っ
た
由
で
、
ま
る
で
私
は
同
窓
会
み
た
い
で
す
と
酒
井
教
授
は
喜
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
宮
崎
医
学
所
の
こ
と
は
昭
和
四
十
二
年
宮
崎
市
郡
医
師
会
史
編

さ
ん
途
中
か
ら
着
目
し
、
昭
和
五
十
九
年
宮
崎
県
医
史
完
成
の
と
き
、

更
に
同
年
の
宮
崎
市
で
行
わ
れ
た
第
七
十
九
回
日
本
医
史
学
会
学
術
集

会
で
一
部
を
発
表
す
る
な
ど
、
私
の
永
い
永
い
追
跡
テ
ー
マ
で
あ
っ
た

の
で
す
が
、
一
応
の
決
着
を
み
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

建
立
に
関
し
て
は
、
県
内
在
住
の
医
師
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
二
ヶ
月
余
り
で
予
想
を
越
え
る
四
百
万
円
近
い
艫
出
を
頂
き
ま
し

た
。

田
代
が
行
い
ま
し
た
。

第
八
十
九
回
日
本
医
史
学
会
総
会
が
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
た
折
（
昭

和
銘
年
）
、
会
員
の
方
々
が
当
町
の
西
野
の
入
澤
邸
を
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。

当
時
、
当
主
は
転
居
さ
れ
居
宅
は
か
な
り
荒
れ
て
お
り
、
入
澤
家
生

家
保
存
の
声
が
あ
が
っ
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
り
ま
し
た
。
な
ん
ら
か
の

形
で
生
家
の
面
影
を
残
そ
う
と
、
町
の
有
志
が
入
澤
家
顕
彰
事
業
実
行

委
員
会
を
つ
く
り
、
生
家
の
整
備
事
業
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

中
之
島
町
と
実
行
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
を
き
め
、
総
称
し
て

「
入
澤
記
念
庭
園
」
の
整
備
事
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ａ
、
中
之
島
町
に
よ
る
整
備
事
業

○
入
澤
記
念
庭
園
の
整
地
（
約
八
○
○
坪
）

○
土
蔵
の
修
復

○
造
園
と
植
樹

○
東
屋
と
お
手
洗
の
新
設

（
町
支
出
の
総
整
備
費
約
三
、
二
○
○
万
円
）

Ｂ
、
顕
彰
事
業
実
行
委
員
会
に
よ
る
整
備
事
業

庭
園
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ュ
ー
メ
ン
ト
の
建
立

諸
経
費
を
差
引
き
、
百
万
円
位
の
剰
余
金
が
出
ま
し
た
。
こ
の
残
金

で
「
日
向
に
於
け
る
人
体
解
剖
最
初
之
地
」
碑
（
仮
称
）
を
建
立
す
る
こ

と
の
賛
同
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。

入
澤
記
念
庭
園
の
整
備
事
業
を
終
え
て

（
田
代
逸
郎
）
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